
（神奈川県）

海
に
育
ま
れ
海
と
共
に
生
き
る
海
業
の
ま
ち
の
未
来
図

農
・
漁
・
観
光
が
連
携
す
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

多
様
性
と
変
化
に
満
ち
た 

市
域
そ
の
も
の
が
地
域
資
源

　

神
奈
川
県
南
東
部
に
位
置
し
、
東
側
が
東
京
湾
、

西
側
が
相
模
湾
、
南
側
が
太
平
洋
に
面
す
る
三
浦

半
島
は
、
横
浜
市
金
沢
区
か
ら
始
ま
る
標
高（
最
高
）

２
０
０
ｍ
前
後
の
三
浦
丘
陵
と
、
そ
の
先
（
南
側
）

に
続
く
標
高
60
ｍ
以
下
の
台
地
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
る
。

　

三
浦
半
島
全
域
の
高
台
（
面
積
的
に
は
一
部
）
に

は
、
大
根
や
ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
野

菜
《
三
浦
野
菜
》
の
栽
培
地
が
古
く
か
ら
形
成
さ
れ

て
き
た
。
ま
た
、
特
に
昭
和
30
年
代
以
降
、
宅
地

開
発
も
半
島
全
域
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
鎌
倉
市
や
横
須
賀
市
な
ど
の
人
口
集
中
都
市

も
含
め
、
三
浦
半
島
の
歴
史
あ
る
市
街
地
は
ほ
ぼ
、

丘
陵
地
帯
や
台
地
の
間
に
点
在
す
る
沿
岸
部
に
築

か
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
三
浦
半
島
最
南
端
の
三
浦
市
も
同
様
だ
。

　

三
浦
市
は
市
域
の
多
く
が
標
高
40
〜
60
ｍ
以
下
の

台
地
に
占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
台
地
の
尾
根
（
中

央
部
）
を
走
る
、
市
内
最
大
の
幹
線
道
路
・
横
須
賀

三
崎
線
を
南
下
し
、南
端
に
近
付
い
て
い
く
に
つ
れ
、

急
激
に
標
高
が
下
が
る
。
道
は
そ
の
ま
ま
日
本
有
数

の
マ
グ
ロ
水
揚
げ
基
地
・
三
崎
漁
港
（
特
定
第
３
種

漁
港
）
を
含
む
三
崎
港
エ
リ
ア
、
神
奈
川
県
で
も
有

数
の
景
勝
地
・
城
ヶ
島
へ
と
至
る
。
三
崎
港
周
辺
に

は
、
市
役
所
、
市
立
病
院
、
幾
つ
も
の
商
店
街
、
飲

食
店
、
宿
泊
施
設
な
ど
が
立
地
し
、
海
の
駅
を
含
む

各
種
観
光
施
設
、
城
ヶ
島
へ
の
渡
航
船
や
遊
覧
船
乗

り
場
な
ど
が
に
ぎ
や
か
に
軒
を
構
え
て
い
る
。
こ
の

エ
リ
ア
が
三
浦
市
の
実
質
的
な
中
心
市
街
地
だ
。

　

三
浦
市
は
昭
和
30
（
１
９
５
５
）
年
１
月
、
旧
三

浦
郡
三
崎
町
（
三
崎
港
を
含
む
現
・
三
崎
地
区
）、

同
・
南
下
浦
町
（
現
・
南
下
浦
地
区
）、
同
初は
っ
せ声

村

（
現
・
初
声
地
区
）
の
２
町
１
村
の
合
併
に
よ
り
、

市
制
施
行
し
た
。
そ
の
う
ち
三
崎
地
区
は
太
平
洋
と

相
模
湾
、
南
下
浦
地
区
は
東
京
湾
と
太
平
洋
、
初

声
地
区
は
相
模
湾
に
面
し
て
い
る
。
三
浦
半
島
の

行
政
地
域
は
計

５
市
１
町
だ
が
、

東
京
湾
・
相
模

湾
・
太
平
洋
の

全
て
に
面
し
て
い
る
自
治
体
は
三
浦
市
だ
け
。
海
に

育
ま
れ
、
海
と
共
に
生
き
て
き
た
三
浦
市
は
、
三
つ

の
海
に
囲
ま
れ
た
三
浦
半
島
の
、
ま
さ
に
エ
ッ
セ
ン

ス
の
よ
う
な
都
市
な
の
だ
。

　

そ
の
た
め
、
三
浦
市
全
体
の
中
心
市
街
地
は
三
崎

地
区
（
特
に
三
崎
港
エ
リ
ア
）
で
あ
っ
て
も
、
南
下

市 政 ル ポ 三
み

浦
う ら

市

「全国朝市サミット2019in三崎朝市」で
開会あいさつをする吉田市長

吉
よし

田
だ

英
ひで

男
お

三浦市長
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浦
地
区
で
は
三
浦
市
最
大
の
海
水
浴
場
・
三
浦
海

岸
や
金
田
漁
港
な
ど
を
軸
に
、
合
併
以
前
か
ら
地
区

の
中
心
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
初
声
地
区
に

お
い
て
も
、
規
模
は
他
地
区
よ
り
小
さ
い
が
、
三
戸

（
浜
）
海
岸
や
初
声
漁
港
な
ど
を
軸
に
、
合
併
以
前

か
ら
地
区
の
中
心
部
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
谷
あ
い

や
海
岸
線
を
縫
っ
て
走
る
道
路
網
で
、
各
地
区
は
縦

横
に
結
ば
れ
て
い
る
も
の
の
、
三
つ
の
地
区
の
中
心

を
成
す
市
街
地
は
台
地
と
海
に
隔
て
ら
れ
、
市
街
地

の
連
続
性
と
い
う
面
か
ら
は
弱
い
部
分
が
あ
る
。

　

半
面
、
三
浦
市
に
は
全
域
に
わ
た
り
、
火
山
活
動

の
痕
跡
と
し
て
の
断
層
が
内
陸
部
に
も
海
岸
部
に

も
、
随
所
に
見
ら
れ
る
。
市
域
全
体
が
ジ
オ
サ
イ
ト

の
宝
庫
と
し
て
、
国
際
的
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

都
市
化
の
推
進
に
は
、
地
形
的
に
い
さ
さ
か
変
化
に

富
み
過
ぎ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
変

化
に
富
ん
だ
地
形
美
・
海
岸
美
は
、
三
浦
市
に
と
っ

て
重
要
な
地
域
資
源
で
あ
り
、
観
光
地
と
し
て
の
多

様
性
に
満
ち
た
魅
力
の
源
泉
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
「
三
浦
市
で
は
今
年
度
か
ら
、《
三
浦
み
ら
い
創
生

プ
ラ
ン
（
第
４
次
三
浦
市
総
合
計
画
）
後
期
実
施
計

画
》
に
基
づ
い
た
各
種
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て

お
り
ま
す
。
三
浦
み
ら
い
創
生
プ
ラ
ン
（
前
期
実
施

計
画
）を
策
定
し
た
の
は
平
成
29（
２
０
１
７
）年
で

す
が
、
そ
の
序
論
に
《
将
来
へ
の
３
つ
の
危
惧
》
と

題
し
、
地
域
経
済
衰
退
へ
の
危
惧
と
共
に
挙
げ
た

の
が
、
市
民
の
定
住
意
識
の
低
下
と
、
市
民
の
一

体
感
の
喪
失
へ
の
危
惧
で
し
た
。
そ
れ
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
地
形
的
な
問
題
に

よ
る
市
街
地
の
連
続
性
の
弱
さ
は
確
か
に
、
背
景

の
一
つ
と
し
て
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
、
ジ
オ
サ
イ
ト
の
豊
か
で

複
雑
な
地
形
は
、
三
浦
市
の
大
き
な
魅
力
を
形
成

し
て
い
ま
す
。
長
大
な
海
岸
線
に
点
在
す
る
６
カ
所

の
漁
港
や
、
数
多
く
の
美
し
い
入
り
江
、
水
質
の
き

れ
い
な
６
カ
所
の
海
水
浴
場
、
大
小
17
カ
所
の
ヨ
ッ

ト
ハ
ー
バ
ー
（
※
お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
施
設
）
な

ど
の
存
在
は
、
そ
の
象
徴
で
す
。
ま
た
相
模
湾
に
面

し
た
《
小こ

網あ
じ
ろ代

の
森
》（
三
崎
地
区
）は
、
約
70

ha
の

貴
重
な
自
然
が
残
る
森
で
す
。森
の
中
央
部
を
流
れ
、

三浦野菜（キャベツ）の畑から相模湾越しに富士山を遠望

三崎港の岸壁に立地する海の駅は観光客に大人気

三浦市

横浜市
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相
模
湾
に
注
ぐ
浦

の
川
の
周
辺
は
、

森
林
か
ら
湿
地

帯
、
干
潟
、
海
へ

と
景
観
が
変
化
す

る
、
関
東
地
方

で
は
唯
一
の
自
然

環
境
を
持
つ
エ
リ

ア
で
す
。
希
少
生

物
も
生
息
し
、《
近
郊
緑
地
特
別
保
全
地
区
》（
70

ha

中
65

ha
）に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
三
浦
市
な
ら
で
は
の
魅
力
を
生
か
す
と

と
も
に
、
各
漁
港
か
ら
水
揚
げ
さ
れ
る
マ
グ
ロ
な
ど

多
彩
で
新
鮮
な
魚
介
類
、
水
産
加
工
品
、
露
地
で

栽
培
さ
れ
る
三
浦
野
菜
な
ど
、
高
品
質
な
食
材
の

魅
力
を
活
用
し
た
観
光
振
興
を
よ
り
一
層
実
践
す

る
こ
と
で
、
雇
用
の
場
の
創
出
を
さ
ら
に
図
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
今
あ
る
地
域
資
源
を
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
新
た
な
魅
力
を
付
加
す
る
よ

う
な
施
策
も
、
民
間
企
業
の
力
な
ど
を
お
借
り
し
な

が
ら
、積
極
的
に
実
践
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　

そ
う
語
る
吉
田
英
男
三
浦
市
長
は
、
26
年
間
に

わ
た
る
銀
行
勤
務
を
経
て
、
平
成
17
（
２
０
０
５
）

年
６
月
に
三
浦
市
８
人
目
の
市
長
と
し
て
就
任
。
今

年
で
５
期
16
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

地
域
振
興
の
命
脈
は
農
業
、漁
業
・
水
産
業
、 

観
光
業
の
連
携
に
よ
る
観
光
振
興

　
「
三
浦
市
の
発
展
は
こ
れ
ま
で
、
主
に
マ
グ
ロ
漁

を
は
じ
め
と
す
る
漁
業
・
水
産
業
の
発
展
と
共
に
推

移
し
て
き
ま
し
た
。付
随
し
て
、昭
和
41（
１
９
６
６
）

年
に
京
浜
急
行
久
里
浜
線
の
延
伸
（
久
里
浜
駅
／
横

須
賀
市
〜
三
浦
海
岸
駅
間
）
が
あ
り
、
昭
和
50

（
１
９
７
５
）
年
に
は
三
浦
海
岸
駅
〜
三
崎
口
駅
が

開
通
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
動
き
の
中
か
ら
生
ま
れ

て
く
る
企
業
進
出
お
よ
び
雇
用
吸
収
力
の
増
大
化
、

民
間
の
活
発
な
宅
地
開
発
の
動
き
な
ど
が
相
ま
っ

て
、
順
調
な
人
口
の
増
加
に
も
つ
な
が
っ
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
市
制
施
行
時
の
昭
和
30
年
に
３
万

５
４
５
０
人
だ
っ
た
三
浦
市
の
人
口
は
、
平
成
６

（
１
９
９
４
）年
の
５
万
４
３
５
０
人
を
ピ
ー
ク
に
減

少
に
転
じ
、今
年
８
月
１
日
現
在
で
は
４
万
１
２
７
３

人
。
三
浦
み
ら
い
創
生
プ
ラ
ン
に
お
け
る
令
和
７

（
２
０
２
５
）年
の
計
画
目
標
人
口
は
４
万
１
２
０
０

人
で
す
か
ら
、
す
で
に
そ
の
ラ
イ
ン
に
か
な
り
近

づ
い
て
い
ま
す
。
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
度
の
高

齢
化
率
も
全
国
平
均
28
・
８
％
を
大
き
く
上
回
る

39
・
４
％
で
、
特
に
中
心
市
街
地
を
含
む
三
崎
地

区
は
44
・
４
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
に
日
本
創
生
会
議
が
発

表
し
た
《
消
滅
可
能
性
都
市
》
で
は
、
神
奈
川
県
か

ら
９
市
町
村
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
三
浦
市
は
そ

の
う
ち
唯
一
の
市
部
と
い
う
こ
と
で
全
国
的
な
話
題

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
実
際
、
今
の
ま
ま
手
を

こ
ま
ね
い
て
い
た
ら
、
三
浦
市
の
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
へ
の
波
は
、
か
な
り
の
危
機
的
状
況
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
は
そ

れ
を
は
ね
返
す
だ
け
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
、
三
浦
市

に
は
あ
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
」（
吉
田
市
長
）

　

危
機
を
は
ね
返
す
た
め
の
最
大
の
方
策
は
、
先
の

談
話
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
三
浦
市
の
基

幹
産
業
で
あ
る「
農
業
、
漁
業
・
水
産
業
、
観
光
業
」

の
連
携
・
集
約
に
よ
る
、
総
合
産
業
と
し
て
の
観
光

産
業
の
振
興
だ
。

　
「
農
業
、
漁
業
・
水
産
業
、
観
光
業
は
、
も
と
も

と
非
常
に
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
。
農
産
品
と
魚

マグロ漁船と超低温冷蔵庫は三崎漁港の定番的風景

三浦大根と共に三浦野菜を代表する三浦スイカ

浜辺の潮風で行う大根干しは三浦半島ならではの光景
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三浦市　市 政 ル ポ

（神奈川県）

い
埋
立
地《
二
町
谷
地
区
》に
お
い
て
、民
間
企
業（
都

内
の
造
船
会
社
）ベ
ー
ス
で
計
画
さ
れ
て
い
る
、
ス
ー

パ
ー
ヨ
ッ
ト
が
停
泊
で
き
る
浮
桟
橋
の
建
設
も
含
む

「
三
浦
市
二
町
谷
地
区
海
業
振
興
を
目
指
す
用
地
利

活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」だ
。

着
々
と
進
む
《
近
未
来
》に
向
け
た 

各
種
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
「
二
町
谷
埋
立
地
は
、
国
内
に
13
カ
所
し
か
な
い

特
定
第
３
種
漁
港
・
三
崎
漁
港
内
に
位
置
し
て
い

ま
す
。『
三
浦
市
二
町
谷
地
区
海
業
振
興
を
目
指
す

用
地
利
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
は
、
約
８
・
６
ha
の

二
町
谷
埋
立
地
の
う
ち
、
１
・
６
ha
を
水
産
関
連
施

設
用
地
に
、
７
ha
を
多
目
的
活
用
用
地
と
し
、
水

産
を
核
と
し
た
海
業
に
よ
る
地
域
振
興
を
目
指
そ
う

介
類
は
そ
れ
ぞ
れ
の
流
通
市
場
で
も
三
浦
市
の
重
要

産
品
と
し
て
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
豊
か
な
自
然

環
境
と
共
に
観
光
面
の
最
大
の
売
り
で
あ
る
、《
食
の

魅
力
》の
原
動
力
で
も
あ
り
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
関
し
て
は
、
今
年
５
月
に
《
三
浦
市

観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
》
を
新
た
に
策
定
し
た
ば
か
り

で
す
。
平
成
31
（
２
０
１
９
）
年
３
月
に
策
定
し
た

観
光
振
興
施
策
《
ぐ
る
っ
と
三
浦
・
ま
ち
な
か
サ
イ

ン
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
》
に
引
き
続
き
、
三
浦
み
ら
い

創
生
プ
ラ
ン
や
《
三
浦
市
６
次
経
済
の
構
築
に
関
す

る
基
本
方
針
》
に
基
づ
く
、
観
光
関
連
計
画
の
集
大

成
で
す
。
中
で
も
《
三
浦
市
６
次
経
済
の
構
築
に
関

す
る
基
本
方
針
》
は
、
農
業
、
漁
業
・
水
産
業
、
観

光
業
の
三
つ
の
営
み
を
基
盤
に
し
つ
つ
、
各
業
種
が

歴
史
的
に
構
築
し
て
き
た
仕
組
み
を
臨
機
応
変
に
共

有
し
、
業
種
の
枠
を
超
え
た
連
携
に
よ
っ
て
、
地
域

経
済
の
全
般
的
な
振
興
お
よ
び
新

た
な
雇
用
の
創
出
を
目
指
そ
う
と

す
る
施
策
で
あ
り
、
そ
の
成
否
が

今
後
の
観
光
振
興
の
キ
ー
ポ
イ
ン

ト
に
も
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
」

（
吉
田
市
長
）

　

観
光
振
興
に
は
、
今
あ
る
地
域

資
源
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
と
と
も

に
、
全
体
を
け
ん
引
し
て
い
く
よ
う

な
、
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
や
夢
の
あ
る

事
業
計
画
の
推
進
も
不
可
欠
だ
。

三
浦
市
で
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

そ
ん
な
事
例
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
の
が
、
三
崎
漁
港
か
ら
ほ
ど
近

と
す
る
計
画
の
一
環
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
二
町
谷
埋
立
地
の
西
側
岸
壁
お

よ
び
北
側
親
水
護
岸
に
浮
桟
橋
を
設
け
、
多
目
的

活
用
用
地
に
ホ
テ
ル
、
ヴ
ィ
ラ
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
、

商
業
施
設
な
ど
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
を
行
う
計
画
で

す
。
西
側
の
浮
桟
橋
は
ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト
の
停
泊
も

可
能
で
す
。
こ
の
計
画
は
特
区
（
東
京
圏
の
国
家
戦

略
特
別
区
域
に
係
る
区
域
計
画
）
の
認
定
も
受
け
て

お
り
、
完
成
後
は
国
際
的
な
経
済
活
動
の
拠
点
形

成
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
」（
吉
田
市
長
）

　

計
画
は
約
10
年
を
か
け
、
３
段
階
の
フ
ェ
ー
ズ
に

よ
り
完
成
す
る
予
定
だ
と
い
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
感
染
症
拡
大
の
収
束
時
期
に
よ
っ
て

は
、計
画
の
完
成
が
遅
れ
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
土
地
売
却
の
契
約
は
す
で
に
成
立
し
て
お

り
、
後
は
着
工
を
待
つ
ば
か
り
の
状
態
だ
。

　
「
こ
の
計
画
が
着
工
さ
れ
れ
ば
、

浮
桟
橋
や
ホ
テ
ル
、
ヴ
ィ
ラ
、
コ
ン

ド
ミ
ニ
ア
ム
、
各
種
商
業
施
設
な
ど

の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
段
階
的
に
整
備

さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
が
、

三
浦
市
の
近
未
来
に
向
け
た
魅
力

発
信
の
推
進
力
に
な
り
ま
す
。
完

成
す
れ
ば
多
く
の
雇
用
が
見
込
ま

れ
、
三
浦
市
の
特
産
品
で
あ
る
農

水
産
物
の
さ
ら
な
る
消
費
拡
大
も

見
込
ま
れ
ま
す
」（
吉
田
市
長
）

　

二
町
谷
埋
立
地
区
で
近
々
の
発

動
が
見
込
ま
れ
る
事
業
と
し
て
は
、

令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
４
月
に
開

三浦市の海岸線はヨットハーバーが随所に立地（写真は三崎地区諸磯湾）

城ヶ島の海辺もジオサイトが豊か
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校
予
定
の
《
日
本
さ
か
な
専
門
学
校
》
の
建
設
が
あ

る
。
同
校
を
設
立
す
る
学
校
法
人
水
野
学
園（
東
京
）

に
よ
れ
ば
、
海
洋
生
物
学
科
（
３
年
制
）
と
海
洋
生

物
研
究
学
科（
４
年
制
）が
あ
り
、
漁
業
・
水
産
業
、

養
殖
飼
育
、調
理
加
工
、流
通
、環
境
、観
光
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
「
さ
か
な
に
関
す
る
す
べ
て
の
学
び
」
を
専
門

的
に
習
得
で
き
る
、
画
期
的
な
専
門
学
校
に
な
る
。

三
崎
漁
港
の
環
境
は
ま
さ
に
生
き
た
教
材
。
三
浦

市
の
漁
業
・
水
産
業
、
観
光
業
へ
の
人
材
提
供
の

場
と
し
て
も
期
待
さ
れ
る
。

　

そ
う
し
た
計
画
な
ど
も
含
め
、
総
合
的
な
意
味
で

の
観
光
振
興
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
大
、
雇
用
の

場
の
拡
充
は
、
将
来
的
な
移
住
・
定
住
の
促
進
や
、

そ
れ
に
伴
う
人
口
減
少
の
抑
制
に
不
可
欠
な
要
素

だ
。
二
町
谷
埋
立
地
に
お
け
る
リ
ゾ
ー
ト
建
設
計
画

や
、
水
産
業
関
連
の
振
興
計
画
は
、
そ
の
面
に
お

い
て
も
大
き
な
け
ん
引
効
果
が
期
待
さ
れ
る
が
、
現

時
点
で
実
施
さ
れ
て
い
る
地
道
な
移
住
・
定
住
促

進
の
事
業
も
見
逃
せ
な
い
。
そ
の
代
表
的
な
事
業

の
一
つ
が
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
か
ら
開
始
さ

れ
た「
ト
ラ
イ
ア
ル
ス
テ
イ
」だ
。

　

い
わ
ゆ
る
「
お
試
し
居
住
」
事
業
だ
が
、
当
初
は

２
週
間
〜
１
カ
月
の
居
住
を
中
心
に
実
施
さ
れ
て
い

た
と
い
う
。
現
在
で
は
週
末
だ
け
の
利
用
や
、
１
週

間
単
位
の
利
用
が
主
流
に
な
っ
て
お
り
、よ
り
一
層
、

活
用
し
や
す
く
な
っ
た
と
い
え
る
。
例
え
ば
週
末
観

光
を
兼
ね
て
の
１
〜
２
泊
の
ト
ラ
イ
ア
ル
ス
テ
イ
で

も
い
い
。
１
週
間
以
上
の
ト
ラ
イ
ア
ル
の
場
合
は
、

京
浜
急
行
三
崎
口
駅
か
ら
横
浜
駅
ま
で
快
特
で
50

分
弱
、
品
川
駅
ま
で
約
65
分
な
の
で
、
横
浜
圏
や

都
心
部
に
勤
務
す
る
人
に
は
、
通
勤
練
習
を
兼
ね

た
お
試
し
も
で
き
る
。

若
い
世
代
の
永
住
・
結
婚
・
出
産
・ 

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
ま
ち

　

三
浦
市
で
は
、
今
い
る
市
民
が
い
つ
ま
で
も
暮
ら

し
た
く
な
る
よ
う
な
、
施
策
・
事
業
も
積
極
的
に
行

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
事
例
の
一
つ
が
、
神
奈

川
県
立
三
崎
高
等
学
校
跡
地
の
市
民
交
流
拠
点
の
構

築
を
目
指
す《
市
民
交
流
拠
点
整
備
事
業
》だ
。
県
立

三
崎
高
等
学
校
の
跡
地
は
、
三
崎
高
等
学
校
が
統
廃

合
で
廃
校
に
な
っ
て
す
ぐ
の
平
成
19（
２
０
０
７
）年
、

三
浦
市
が
神
奈
川
県
か
ら
取
得
し
た
市
有
地
だ
。

　

写
真
（
Ｐ
16
・
上
か
ら
３
枚
目
）
で
分
か
る
よ
う

に
、
三
崎
高
等
学
校
の
跡
地
は
、
台
地
の
尾
根
か
ら

谷
あ
い
へ
と
切
れ
込
ん
で
い
く
位
置
に
あ
る
。
写
真

右
上
の
建
物
は
令
和
元（
２
０
１
９
）年
５
月
竣し
ゅ
ん

工こ
う

の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
《
ベ
イ
シ
ア
三
浦
店
》
だ

（
県
立
三
崎
高
等
学
校
跡
地
利
活
用
方
針
上
は
Ａ
地

区
に
区
分
）。

　

三
浦
市
で
は
市
民
交
流
拠
点
整
備
事
業
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
「
地
域
や
年
代
を
超
え
た
人
々
（
市
民
・

来
訪
者
・
新
た
な
市
民
）
の
ふ
れ
あ
い
や
新
し
い
文

化
が
醸
成
さ
れ
、
市
民
生
活
の
豊
か
さ
と
市
の
活

性
化
に
繋
が
る
交
流
拠
点
」と
規
定
し
て
お
り
、《
ベ

イ
シ
ア
三
浦
店
》
の
２
階
に
は
《
三
浦
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
》
が
す
で
に
入
居
し
て
い
る
。
今
後
は
手
前

の
地
区
（
同
Ｂ
地
区
に
区
分
）
の
整
備
に
移
る
が
、

こ
こ
に
は
市
役
所
の
新
庁
舎
建
設
の
ほ
か
、
図
書

館
機
能
や
市
民
交
流
拠
点
機
能
を
併
せ
持
つ
施
設

の
建
設
な
ど
が
進
め
ら
れ
る
予
定
だ
。

三崎港近くの商店街の古民家もトライアルステイの宿の一つ

三崎高等学校跡地（A地区）に完成したスーパー「ベイシア三浦店」（2階
に市民交流センター）

市役所新庁舎や複合的交流拠点施設などが建設される予定の三崎高等
学校跡地（B地区）
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三浦市　市 政 ル ポ

（神奈川県）

　

ま
た
、中
学
校
の
合
併
に

伴
い
廃
校
し
た
三
崎
中
学

校
の
跡
地
等
を
対
象
と
す

る《
旧
三
崎
中
学
校
跡
地
等

城
山
地
区
事
業
用
地
利
活

用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
》
も
あ

る
。
三
崎
港
に
近
い
事
業
用

地
の
立
地
特
性
を
生
か
し
、

関
係
人
口
の
創
出
、滞
在
時

間
延
長
や
宿
泊
ニ
ー
ズ
に

も
対
応
可
能
な
施

設
・
機
能
の
整
備

を
目
的
と
し
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
「
今
般
行
わ

れ
た
事
業
者
募
集

に
よ
り
最
優
秀
提
案
者
を
選
定
し
ま
し
た
。
現
在
、

基
本
協
定
の
締
結
に
向
け
た
協
議
を
行
っ
て
い
ま

す
」（
吉
田
市
長
）

　

さ
ら
に
、
人
口
減
少
抑
制
に
不
可
欠
な
子
育
て
世

帯
へ
の
支
援
も
拡
充
の
一
途
だ
。
中
で
も
注
目
さ
れ

る
の
は
、
子
育
て
世
帯
が
入
居
対
象
と
な
る
《
子
育

て
賃
貸
住
宅
等
整
備
事
業
》だ
。

　
「
子
育
て
賃
貸
住
宅
等
整
備
事
業
は
今
年
７
月
に

募
集
要
項
な
ど
の
資
料
を
公
開
し
た
ば
か
り
で
す
。

今
後
は
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に

よ
る
事
業
提
案
を
受
け
付
け
、
来
年
２
月
に
は
事

業
者
を
選
定
す
る
予
定
で
す
。

　

三
浦
市
へ
の
新
し
い
流
れ
を
つ
く
る
施
策
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
世
帯
の
方
が
こ
の
賃
貸
住
宅
に

入
居
し
、
三
浦
市
で
末
永
く
暮
ら
す
こ
と
へ
の
魅
力

を
体
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、令
和
６（
２
０
２
４
）

年
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、
事
業
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
」（
吉
田
市
長
）

　

今
年
新
た
に
始
ま
っ
た
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
事

業
と
し
て
は
、
４
月
か
ら
開
始
の
《
新
生
児
聴
覚
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
費
用
助
成
事
業
》（
１
人
当
た

り
１
５
０
０
円
〜
３
０
０
０
円
）
が
あ
り
、
８
月
19

日
現
在
70
人
に
交
付
し
て
い
る
。
同
じ
く
今
年
４
月

か
ら
始
ま
っ
た
《
妊
産
婦
の
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事

業
》（
希
望
す
る
妊
産
婦
１
人
当
た
り
５
０
０
円
の
タ

ク
シ
ー
券
20
枚
を
交
付
）
も
好
評
で
、
８
月
19
日
現

在
１
２
３
人
に
交
付
済
み
だ
。
こ
れ
ら
の
支
援
事
業

の
原
資
に
は
、
三
浦
市
へ
の「
ふ
る
さ
と
納
税
」が
有

効
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
将
来
的
に
結
婚
を
希
望
す
る
人
を
対
象

に
有
配
偶
率
向
上
を
目
指
す
出
会
い
創
出
事
業
《
み

う
ら
婚
活
ツ
ア
ー
》も
平
成
30（
２
０
１
８
）年
の
開

始
以
来
、
三
浦
市
の
自
然
や
ま
ち
並
み
を
楽
し
み
な

が
ら
将
来
の
伴
侶
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
人
気
を
博
し
て
き
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
、
残
念
な
が
ら
現
在
は
休
止
中
だ
。

　

さ
ら
に
、
三
浦
市
の
多
彩
な
顔
を
体
験
す
る
こ
と

で
、
将
来
の
三
浦
市
フ
ァ
ン
を
育
成
す
る
事
業
と
し

て
効
果
的
と
思
わ
れ
る
事
業
の
一
つ
に
、
国
内
外

の
小
学
生
が
対
象
の
修
学
旅
行
企
画
《
三
浦
市
教
育

旅
行
》
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
も
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
、
中
止
や
延
期
が
相
次
い
で
い
る
が
、
旅
行
企

画
の
催
行
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
学
校
は
、
さ
ぞ
か

し
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

　

そ
の
他
、「
三
浦
市
に
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
に
も
、

三
崎
地
区
に
立
地
す
る
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系

研
究
科
附
属
臨
海
実
験
所
な
ど
と
連
携
し
、
郷
土

の
素
晴
ら
し
さ
を
学
び
、
郷
土
愛
を
醸
成
す
る
『
海

洋
教
育
』『
み
う
ら
学
』
な
ど
の
実
践
を
し
て
い
る
ほ

か
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ま
ち
づ
く
り
に
不
可
欠
な
地
産
地

消
や
食
育
の
観
点
か
ら
、
マ
グ
ロ
な
ど
地
元
産
の
食

材
を
給
食
に
供
給
」（
吉
田
市
長
）
す
る
な
ど
、
斬
新

な
発
信
事
業
、
活
性
化
事
業
を
多
彩
に
展
開
す
る

三
浦
市
。

　

消
滅
可
能
性
都
市
候
補
へ
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
覆

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
も
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
、
豊

か
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
フ
ル
に
活
用
し
た
三
浦
市
の

地
域
振
興
施
策
・
事
業
の
こ
れ
か
ら
の
推
移
が
、
さ

ら
に
楽
し
み
だ
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
３
年
８
月
30
日
）

地域の暮らしや海の豊かさなどを学ぶ海洋教育は地域愛醸成の一環

三崎港と城ヶ島を結ぶ城ヶ島大橋の下で海洋教育に参
加する子どもたち

マグロ竜田揚げなど子ども
たちに大好評の地元産魚介
を使った給食
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